
七

専
攻
学
科
目　

作
物
学

生　

年　

月　

昭
和
一
七
年　

八
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
〇
年　

三
月 

京
都
大
学
農
学
部
農
学
科
卒
業

同　

四
〇
年　

四
月 
農
林
省
農
業
技
術
研
究
所
物
理
統
計
部
研
究
員

同　

五
六
年
一
一
月 
農
学
博
士

同　

五
八
年
一
二
月 

農
林
水
産
省
農
業
環
境
技
術
研
究
所
環
境
資
源
部
主
任
研
究
官

同　

五
九
年　

四
月 

農
林
水
産
省
北
陸
農
業
試
験
場
環
境
部
研
究
室
長

同　

六
〇
年　

四
月 

京
都
大
学
農
学
部
教
授

平
成　

九
年　

四
月 

京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授

同　

一
八
年　

三
月 

京
都
大
学
名
誉
教
授

同　

一
八
年　

四
月 

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
理
事
長
（
平
成
二
六
年
三
月
ま
で
）

同　

二
六
年　

五
月 

農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構
特
別
顧
問
（
平
成
二
八
年
三
月
ま
で
）

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

堀ほ
り　

江え　
　
　

武た
け
し　



一
一

農
学
博
士
堀
江　

武
氏
の
「
ア
ジ
ア
稲
作
に
及

ぼ
す
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム

農
学
的
研
究
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

　

大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
上
昇
に
伴
う
地
球
温
暖
化
は
、
ア
ジ
ア
の

主
要
食
料
で
あ
る
コ
メ
の
生
産
に
対
す
る
影
響
を
介
し
て
二
一
世
紀
の
ア
ジ
ア

社
会
に
大
き
な
困
難
を
招
く
こ
と
が
憂
慮
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
影
響
を
解
明
し

て
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
農
学
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
堀
江　

武
氏

は
、
日
本
お
よ
び
ア
ジ
ア
の
代
表
的
水
稲
品
種
を
環
境
の
大
き
く
異
な
る
ア
ジ

ア
各
地
で
統
一
し
た
方
法
で
栽
培
し
て
得
た
デ
ー
タ
を
基
に
、
工
学
で
発
達
し

た
シ
ス
テ
ム
解
析
的
手
法
を
導
入
し
て
環
境
と
水
稲
の
生
育
・
収
量
の
関
係
を

モ
デ
ル
化
し
、
環
境
が
水
稲
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
を
予
測
す
る
シ
ス
テ
ム
農
学

的
手
法
を
開
発
し
、
ア
ジ
ア
の
多
様
な
環
境
条
件
下
で
水
稲
品
種
が
示
す
生

育
・
収
量
を
高
い
精
度
で
予
測
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
次
い
で
、
大
気C

O
2

濃
度
と
気
温
の
水
稲
に
対
す
る
複
合
影
響
に
関
す
る
自
身
の
研
究
成
果
を
こ
の

モ
デ
ル
に
組
み
込
み
、
予
測
さ
れ
る
地
球
温
暖
化
が
ア
ジ
ア
各
地
の
灌
漑
水
稲

の
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
を
解
明
し
た
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
基
に
、
温

暖
化
気
候
に
適
応
し
、
近
未
来
の
食
料
需
要
に
対
応
し
う
る
水
稲
品
種
開
発
の

目
標
形
質
と
そ
の
遺
伝
資
源
を
探
索
し
た
。
以
下
に
、
こ
れ
ら
一
連
の
研
究
業

績
を
概
説
す
る
。

（
１
）
水
稲
の
生
育
・
収
量
を
予
測
す
る
プ
ロ
セ
ス
モ
デ
ル
の
開
発

　

堀
江
氏
は
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
試
験
と
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
試
験
を
実

施
し
、
水
稲
の
生
育
関
連
諸
要
素
の
経
時
的
変
化
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
収
集
し

た
。
こ
れ
に
既
往
の
文
献
か
ら
収
集
し
た
遺
伝
子
型
と
環
境
の
相
互
作
用
に
関

す
る
デ
ー
タ
を
併
せ
、
各
地
の
主
要
品
種
の
バ
イ
オ
マ
ス
重
や
収
量
な
ど
に
関

す
る
﹇
遺
伝
子
型
﹈
×
﹇
環
境
﹈
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
た
。
ま
た
、
ア

ジ
ア
の
主
要
稲
作
地
帯
か
ら
収
集
し
た
過
去
の
長
年
に
わ
た
る
日
別
気
象
の

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
た
。
こ
の
二
つ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
、
多
様
な

﹇
遺
伝
子
型
﹈
×
﹇
環
境
﹈
の
組
合
せ
に
つ
い
て
、
水
稲
の
生
育
・
収
量
の
形

成
プ
ロ
セ
ス
を
連
立
微
分
方
程
式
で
記
述
し
、
シ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
法
の
関
数
最

適
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を
用
い
て
モ
デ
ル
の
構
造
と
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
を
決
定

し
、
水
稲
の
生
育
・
収
量
の
動
的
予
測
モ
デ
ル
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
、
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
る
対
象
地
域
の
環
境
条
件
と
品
種
特
性
を
示
す
パ
ラ

メ
ー
タ
値
お
よ
び
移
植
時
の
生
育
初
期
値
を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
要
水

稲
品
種
の
潜
在
的
生
育
・
収
量
を
予
測
す
る
モ
デ
ル
「SIM

R
IW

」
と
、
こ
れ

に
窒
素
の
吸
収
・
同
化
と
生
理
機
能
に
関
わ
る
過
程
を
組
み
込
ん
だ
生
育
・
収

量
予
測
モ
デ
ル
「G

EM
R

IC
E

」
を
開
発
し
、
こ
れ
ら
か
ら
予
測
さ
れ
る
数
値
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が
上
記
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
試
験
な
ど
か
ら
得
ら
れ
た
生
育
・
収
量
の
実
測
値
に

よ
く
合
致
す
る
こ
と
を
示
し
た
。 

（
２
）
地
球
温
暖
化
が
ア
ジ
ア
の
水
稲
生
産
に
及
ぼ
す
潜
在
的
影
響
の
予
測

　
「SIM

R
IW

」
に
よ
る
大
気
温
暖
化
の
水
稲
生
産
に
及
ぼ
す
影
響
の
予
測
に

は
、
そ
の
生
育
・
収
量
に
対
す
るC

O
2

濃
度
と
温
度
の
複
合
的
影
響
を
知
る
必

要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
任
意
のC

O
2

濃
度
下
で
多
段
階
の
温
度
条
件
を
作
出
で

き
る
温
度
傾
斜
型
温
室
を
開
発
し
て
多
様
な
品
種
の
栽
培
試
験
を
行
い
、
① 

現
行
気
温
条
件
下
で
の
大
気C

O
2

濃
度
の
倍
増
は
水
稲
の
収
量
を
最
大
で
約
三

〇
％
増
加
さ
せ
る
こ
と
、
② C

O
2

に
よ
る
増
収
効
果
に
は
大
き
な
品
種
間
差
異

が
見
ら
れ
、
イ
ン
ド
型
品
種
の
中
に
日
本
型
品
種
を
顕
著
に
上
回
る
も
の
が
あ

る
こ
と
、
お
よ
び
、
③ C

O
2

の
増
収
効
果
は
温
度
の
上
昇
と
と
も
に
減
少
し
、

あ
る
温
度
を
超
え
る
と
減
収
に
な
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
次
に
、
三

つ
の
大
気
大
循
環
モ
デ
ル
、G
FD

L

、G
ISS

お
よ
びU

K
M

O
が
予
測
す
る
大

気C
O

2

濃
度
倍
増
時
の
気
候
値
を
「SIM

R
IW

」
に
入
力
し
、
ア
ジ
ア
各
地
に

お
け
る
温
暖
化
に
よ
る
水
稲
収
量
の
変
化
を
予
測
し
た
。
そ
の
結
果
は
、
用
い

た
大
気
大
循
環
モ
デ
ル
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
総
じ
て
温
暖
化
が
中
国
東
北
部

な
ど
の
ア
ジ
ア
北
部
地
域
と
赤
道
近
く
の
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

の
熱
帯
地
域
で
水
稲
収
量
を
増
加
さ
せ
、
逆
に
、
中
国
や
イ
ン
ド
の
内
陸
部
お

よ
び
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
の
諸
国
で
は
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
示
し
、
地
球
温
暖
化

が
ア
ジ
ア
の
米
穀
生
産
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。 

（
３
）
水
稲
の
温
暖
化
気
候
適
応
性
の
支
配
形
質
と
そ
の
遺
伝
資
源
の
同
定

　

堀
江
氏
は
温
暖
化
気
候
と
近
未
来
の
食
料
需
要
増
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
遺

伝
的
形
質
を
異
に
す
る
多
様
な
水
稲
品
種
に
つ
い
て
の
モ
デ
ル
解
析
と
実
験
研

究
を
進
め
る
中
で
、
水
稲
の
高
温
不
稔
に
対
す
る
耐
性
の
強
化
と
、
高C

O
2

濃

度
下
で
高
い
生
産
性
を
発
揮
す
る
品
種
の
開
発
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
見
出
し

た
。
ま
ず
、
高
温
不
稔
耐
性
に
関
し
て
は
、
水
稲
穎
果
の
高
温
不
稔
発
生
の
機

構
解
明
か
ら
、
高
温
不
稔
耐
性
の
強
い
品
種
は
葯
の
裂
開
腔
が
大
き
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
、
こ
の
形
質
を
品
種
開
発
の
指
標
と
し
て
提
示
し
た
。
次
に
、
高

C
O

2

濃
度
の
大
気
下
で
高
い
生
産
性
を
示
す
品
種
は
、
気
孔C

O
2

拡
散
コ
ン
ダ

ク
タ
ン
ス
（
注
：C

O
2

が
気
孔
を
通
る
時
の
通
り
や
す
さ
）
と
単
位
窒
素
当
た

り
の
穎
花
分
化
能
が
高
く
、
二
次
枝
梗
の
着
生
穎
花
数
が
多
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
農
業
生
物
資
源
研
究
所
（
現
：
農
業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構
）
保
有
の
イ
ネ
遺
伝
資
源
コ
ア
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
、
気
孔C

O
2

コ
ン
ダ
ク

タ
ン
ス
の
高
い
遺
伝
子
型
と
し
て
は
中
国
在
来
の
イ
ン
ド
型
品
種
と
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
在
来
の
日
本
型
品
種
を
、
穎
花
分
化
能
の
高
い
遺
伝
子
型
と
し
て
は
イ

ン
ド
型
ア
ウ
ス
品
種
を
特
定
し
、
こ
れ
ら
が
今
後
の
品
種
開
発
の
重
要
遺
伝
資

源
に
な
る
こ
と
を
示
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
堀
江
氏
は
ア
ジ
ア
稲
作
に
対
す
る
地
球
温
暖
化
の
影
響
予



一
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測
に
関
す
る
シ
ス
テ
ム
農
学
的
研
究
に
先
駆
的
業
績
を
挙
げ
、
そ
の
成
果
は
気

候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
の
報
告
書
な
ど
を
通
じ
て
温
暖
化
防
止
の
国

際
世
論
の
形
成
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
内
外
の
多
く
の
研
究
機
関
に
お
い
て

地
球
温
暖
化
と
食
料
問
題
の
解
決
の
た
め
の
研
究
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ま

た
、
堀
江
氏
は
ア
フ
リ
カ
稲
セ
ン
タ
ー
の
理
事
と
国
際
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
気

候
変
動
と
農
業
及
び
食
料
安
全
保
障
」
の
科
学
委
員
を
歴
任
し
、
稲
作
に
関
わ

る
国
際
組
織
の
活
動
に
も
貢
献
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
業
績
に
よ
り
、
日
本
農

業
気
象
学
会
賞
、
日
本
農
学
賞
お
よ
び
日
本
農
業
研
究
所
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

主
要
な
著
書
・
論
文
の
目
録

Ⅰ
．
著
書

 1) 
H

orie, T. (1994) C
rop ontogeny and developm

ent. In: B
oote, K

.J., B
ennett, J.M

., 
Sinclair, T.R

. and Paulsen, G
.M

. (Eds.) Physiology and D
eterm

ination of C
rop 

Yield. A
m

er. Soc. A
gronom

y. M
adison, W

I, U
SA

, pp. 153– 180. 
 2) 

H
orie, T., N

akagaw
a, H

., C
enteno, H

.G
.S. and K

ropff, M
.J. (1995) The rice 

crop sim
ulation m

odel SIM
R

IW
 and its testing. In: M

atthew
s, R

.B
., K

ropff, 
M

.J., B
achelet, D

. and van Laar, H
.H

. (Eds.) M
odeling the Im

pact of C
lim

ate 
C

hange on Rice Production in Asia. C
A

B
 International, O

xon, U
K

, pp. 51– 66.
 3) 

M
atthew

s, R
.B

., H
orie, T., K

ropff, M
.J., B

achelet, D
., C

enteno, H
.G

., Shin, J. 
C

., M
ohandass, S., Singh, S., Zhu, D

. and Lee, M
.H

. (1995) A
 regional evalua-

tion of the effect of future clim
ate change on rice production in A

sia. Ibid., pp. 
95–139.

 4) 
H

orie, T., N
akagaw

a, H
., O

hnishi, M
. and N

akano, J. (1995) R
ice production 

in Japan under current and future clim
ates.  Ibid., pp. 143–164.　

 5) 
H

orie, T., H
om

m
a, K

. and Yoshida, H
. (2007) Physiological and m

orphological 
traits associated w

ith high yield potential in rice. In: A
ggarw

al, P.K
., Ladha, 

J.K
., Singh, R

.K
., D

evakum
ar, C

. and H
ardy, B

. (Eds.) Science, Technology, 
and Trade for Peace and Prosperity. International R

ice R
esearch Institute 

(IR
R

I), Indian C
ouncil of A

gricultural R
esearch, and N

ational A
cadem

y of A
g-

ricultural Sciences, N
ew

 D
elhi, India, pp. 149–159.

 6) 

堀
江　

武
・
吉
田
ひ
ろ
え
（
二
〇
一
〇
）
地
球
温
暖
化
が
水
稲
生
産
に
及
ぼ
す
影
響

の
予
測
． 

小
川
利
紘
・
及
川
武
久
・
陽　

捷
行
（
編
）『
地
球
変
動
研
究
の
最
前
線

を
訪
ね
る　

人
間
と
大
気
・
生
物
・
水
・
土
壌
の
環
境
』．
清
水
弘
文
堂
書
房
、
東

京
．
三
一
九－

三
三
四
頁
．

 7) 

堀
江　

武　

編
著
（
二
〇
一
五
）『
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
の
稲
作　

多
様
な
生
産
生

態
と
持
続
的
発
展
の
道
』．
農
山
漁
村
文
化
協
会
、
東
京
．
全
二
七
六
頁
．

Ⅱ
．
原
著
論
文

 1) 
H

orie, T. (1978) Studies on photosynthesis and prim
ary production of rice 

plants in relation to m
eteorological environm

ents. I. G
aseous diffusive resis-

tances, photosynthesis and transpiration in the leaves as influenced by radiation 
intensity and w

ind speed. J. A
gric. M

eteor. 34: 125–136.
 2) 

H
orie, T. (1979) Studies on photosynthesis and prim

ary production of rice 
plants in relation to m

eteorological environm
ents. II. G

aseous diffusive resis-
tances, photosynthesis and transpiration in the leaves as influenced by atm

o-
spheric hum

idity, and air and soil tem
peratures. J. A

gric. M
eteor. 35: 1–12. 

 3) 
H

orie, T. (1980) Studies on photosynthesis and prim
ary production of rice 

plants in relation to m
eteorological environm

ents. III. A
 m

odel for the sim
ula-

tion of net photosynthesis, transpiration and tem
perature of a leaf and a test of 

its validity. J. A
gric. M

eteor. 35: 201–213.
 4) 

堀
江　

武
（
一
九
八
一
）
気
象
と
作
物
の
光
合
成
、
蒸
散
そ
し
て
生
長
に
関
す
る
シ

ス
テ
ム
生
態
学
的
研
究
．
農
技
研
報
Ａ
二
八
：
一－

一
八
一
．



一
一

 5) 
堀
江　

武
・
桜
谷
哲
夫
（
一
九
八
五
）
イ
ネ
の
生
産
の
気
象
的
評
価
・
予
測
法
に

関
す
る
研
究 （
1
） 

個
体
群
の
吸
収
日
射
量
と
乾
物
生
産
の
関
係
．
農
業
気
象
四

〇
：
三
三
一－

三
四
二
．

 6) 
H

orie, T. (1987) A
 m

odel for evaluating clim
atic productivity and w

ater bal-
ance of irrigated rice and its application to Southeast A

sia. Southeast A
sian 

Stud. 25: 62–74. 
 7) 

Sinclair, T.R
. and H

orie, T. (1989) Leaf nitrogen, photosynthesis, and crop ra-
diation use efficiency: A

 review. C
rop Sci. 29: 90–98.

 8) 

堀
江　

武
・
中
川
博
視
（
一
九
九
〇
）
イ
ネ
の
発
育
過
程
の
モ
デ
ル
化
と
予
測
に

関
す
る
研
究 

第
1
報 

モ
デ
ル
の
基
本
構
造
と
パ
ラ
メ
ー
タ
の
推
定
法
お
よ
び
出
穂

予
測
へ
の
適
用
．
日
作
紀 

五
九
：
六
八
七－

六
九
五
．

 9) 
H

orie, T., Yajim
a, M

. and N
akagaw

a, H
. (1992) Y

ield forecasting. A
gric. Syst. 

40: 211–236.
 10) 

H
orie, T. (1993) Predicting the effects of clim

atic variation and elevated C
O

2  
on rice yield in Japan. J. A

gric. M
eteor. 48: 567–574.

 11) 
H

orie, T., N
akagaw

a, H
., N

akano, J., H
am

otani, K
. and K

im
, H

.Y. (1995) Tem
-

perature gradient cham
bers for research on global environm

ent change. III. A
 

system
 designed for rice in K

yoto, Japan. Plant, C
ell Environ. 18: 1064–1069.

 12) 

金　

漢
龍
・
堀
江　

武
・
中
川
博
視
・
和
田
晋
征
（
一
九
九
六
）
高
温
・
高C

O
2

濃

度
環
境
が
水
稲
の
生
育
・
収
量
に
及
ぼ
す
影
響. 

第
二
報 

収
量
お
よ
び
収
量
構
成

要
素
に
つ
い
て
．
日
作
紀
六
五
：
六
四
四－

六
五
一
．

 13) 
H

asegaw
a, T. and H

orie, T. (1996) Leaf nitrogen, plant age and crop dry m
atter 

production in rice. Field C
rops R

es. 47: 107–116.
 14) 

M
atsui, T., N

am
uco, O

.S., Ziska, L.H
. and H

orie, T. (1997) Effects of high 
tem

perature and C
O

2  concentration on spikelet sterility in indica rice. Field 
C

rops R
es. 51: 213–219; Erratum

 (1998) Field C
rops R

es. 55: 189.
 15) 

M
atthew

s, R
.B

., K
ropff, M

. J., H
orie, T. and B

achelet, D
. (1997) Sim

ulating 
the im

pact of clim
ate change on rice production in A

sia and evaluating options 

for adaptation. A
gric. Syst. 54: 399–425. 

 16) 
H

orie T., O
hnishi, M

., A
ngus, J.F., Lew

in, L.G
., Tsukaguchi, T. and M

atano, T. 
(1997) Physiological characteristics of high-yielding rice inferred from

 
cross-location experim

ents. Field C
rops R

es. 52: 55–67.
 17) 

M
atsui, T., O

m
asa, K

. and H
orie, T. (1999) M

echanism
 of anther dehiscence in 

rice ( O
ryza sativa L.). A

nn. B
ot. 84: 501–506.

 18) 
N

akagaw
a, H

. and H
orie, T. (2000) R

ice responses to elevated C
O

2  and tem
-

perature. G
lobal Environ. R

es. 3: 101–113.
 19) 

M
atsui, T., O

m
asa K

. and H
orie, T. (2001) C

om
parison betw

een anthers of tw
o 

rice ( O
ryza sativa L.) cultivars w

ith tolerance to high tem
peratures at flow

ering 
or susceptibility. Plant Prod. Sci. 4: 36–40.

 20) 
H

orie, T. (2004) D
eterm

ination of the yield potential and associated traits in 
rice. G

am
m

a Field Sym
p. 43: 1–13.

 21) 
Yoshida, H

., H
orie, T. and Shiraiw

a, T. (2006) A
 m

odel explaining genotypic 
and environm

ental variation of rice spikelet num
ber per unit area m

easured by 
cross-locational experim

ents in A
sia. Field C

rops R
es. 97: 337–343.

 22) 
H

orie, T., M
atsuura, S., Takai, T., K

uw
asaki, K

., O
hsum

i, A
. and Shiraiw

a, T. 
(2006) G

enotypic difference in canopy diffusive conductance m
easured by a 

new
 rem

ote-sensing m
ethod and its association w

ith the difference in rice yield 
potential. Plant, C

ell Environ. 29: 653–660.
 23) 

K
anem

ura, T., H
om

m
a, K

., O
hsum

i, A
., Shiraiw

a, T. and H
orie, T. (2007) 

Evaluation of genotypic variation in leaf photosynthetic rate and its associated 
factors by using rice diversity research set of germ

plasm
. Photosynth. R

es. 94: 
23–30.

 24) 
O

hsum
i, A

., H
am

asaki, A
., N

akagaw
a, H

., Yoshida, H
., Shiraiw

a, T. and H
orie, 

T. (2007) A
 m

odel explaining genotypic and ontogenetic variation of leaf pho-
tosynthetic rate in rice ( O

ryza sativa) based on leaf nitrogen content and sto-
m

atal conductance. A
nn. B

ot. 99: 265–273.



一
一

 25) 
Yoshida, H

. and H
orie, T. (2009) A

 process m
odel for explaining genotypic and 

environm
ental variation in grow

th and yield of rice based on m
easured plant N

 
accum

ulation. Field C
rops R

es. 113: 227–237. 
 26) 

Yoshida, H
. and H

orie, T. (2010) A
 m

odel for sim
ulating plant N

 accum
ulation, 

grow
th and yield of diverse rice genotypes grow

n under different soil and cli-
m

atic conditions. Field C
rops R

es. 117: 122–130.
 27) 

Yoshida, H
., H

orie, T., N
akazono, K

., O
hno, H

. and N
akagaw

a, H
. (2011) Sim

-
ulation of the effects of genotype and N

 availability on rice grow
th and yield 

response to an elevated atm
ospheric C

O
2  concentration. Field C

rops R
es. 124: 

433–440.

上
記
以
外
に
著
書
・
総
説
七
四
編
， 

原
著
論
文
一
四
二
編


